
、
ン
クラ
メ
ン
が
咲
き
ま
し
た
 

色
も
と
り
ど
り
 

花
び
ら
楚
々
と
 

香
り
を
い
っ
ぱ
い
漂
わ
せ
 

エ
デ
ン
の
園
も
か
く
あ
ら
ん
 

、
ン
クラ
メ
ン
よ
 

君
の
花
言
葉
は
 
は
に

か
み
 

恥
か
し
そ
う
な
 

そ
の
ほ
ほ
笑
み
は
 

僕
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
 

長
い
ま
つ
毛
に
大
き
な
瞳
 

君
の
心
に
そ
よ
ぐ

の
が
 

も
し
も
春
の
風
な
ら
ば
 

僕
は
 
た
っ

た
ひ
と
り
で
 

黙
っ
て
吹
か
れ
て
い
て
み
た
い
 

て
の
ひ
ら
に
 

恋
の
雫
が
ぽ
と
り
と
落
ち
る

君
が
歌
っ
て
く
れ
る
な
ら

僕
は
口
笛
吹
き
ま
し
よ
う

雲
が
想
い
を
乗
せ
て

ゆ
く
 

シ
ク
ラ
メ
ン
よ
 

君
は
冬
を
彩
る
天
使
だ
 

そ
っ
と
 
こ
こ
を
抜
け
出
し
 

僕
と
 
た
っ
た
ふ
た
り
で
 

熱
い
コ
ー
ヒ
ー
飲
み
ま
し
ょ
か
 

青
空
が
見
え
る
 

心
に
太
陽
が
か
が
や
く
 

日
暮
れ
の
寂
し
さ
は
も
う
な

い
 

明
日
の
逢
う
瀬
が

楽
し
く
て
 

僕
は
小
さ
な
日
記
を

つ
け
る
 

〔毎月 2回・1日・15日発行〕 
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誓亥劫釦＝橋年内麟萎 

   

昭和60年 

 

    

 

新年名刺交換会 

 

■と き 昭和60年1月1日 午前11時 

●ところ 市民文化会館 2階 

●会 費 1, 500円 

（申込みと同時に納入願いますJ 

■申込み先 市管理課または五所川原商工会議所 

■受付締切り 12月20日（木） 

■主 催 五所川原市・五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

    

ノ
 

市
長
、
新
春
テ
レ
ビ
対
談
 

ご
視
聴
下
さ
い
 

ー
 
■
青
森
テ
レ
ビ
 

(A
T
V
)
 

，

《
●一

 

一
月
一
一日
（水
）
 

．
い

t
 
曾

午
前
八
時
十
五
 

分
か
ら
八
時
三

十
分
ま
で
 

■

青
森
放
送

（R
A
B
)
 

一・
月
三日
（
木
）
午
前
七
時
十
五
分
 

か
ら
七
時
三
十
分
ま
で
 

渋
滞
緩
和
へ
工
事順
調
 

6
0年
度
完
成

へ
急
ピ
ッ
チ
 

市
で
は
都
市
計
画
事
業
と
し

て
、
三

・
四
ニ

ニ
漆
川
ー
岩
木

町
線
立
体
交
差
橋
建
設
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、
国
鉄
五
能
線

上
を
ま
た
ぐ
ラ
ン
ガ
ー
橋
工
事
 
 

が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
 

鉄
骨
ァ
ー
チ
の
ラ
ン
ガ

ー
橋

は
年
内
に
完
成
の
運
び
で
、
全

体
工
事
は
来
年
度
中
に
完
工
、
 

六
十
一
年
度
か
ら
供
用
開
始
と

な
り
ま
す
。
 

同
市
内
は
国
鉄
五
能
線
に
よ

っ
て
東
西
に
二
分
さ
れ
て
い
る

の
が
悩
み
の
タ
ネ
で
、
東
西
を

結
ぶ
連
絡
道
路
は
県
道
・
福
山
 

ー
五
所
川
原
線
の
一
本
し
か
な

い
た
め
に
、
朝
タ
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
は
交
通
渋
滞
が
激
し
く
、
市

民
か
ら
は
代
替
路
線
の
確
保
が

要
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
 

立
体
交
鵬
属
は
こ
う
し
た
要

望
を
受
け
て
五
十
二
年
度
か
ら

着
工
さ
れ
、
八
年
目
の
今
年
度

は
約
二
億
四
千
万
円
の
工
費
で
、
 

駅
か
ら
七
十
メ
ー
ト
ル
南
方
に

線
路
を
ひ
と
ま
た
ぎ
の
ラ
ン
ガ
 

ー
橋
（
長
さ
六
十
八
・
O
メ
ー
 

ト
ル
）
が
架
設
さ
れ
ま
す
。
 

さ
ら
に
西
北
中
央
病
院
寄
り
 

（弥
生
町
内
）
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
り
ょ
う
上
部
の
仕
上
げ
が
出

米
上
が
る
と
、
工
事
進
ち
ょ
く
 
 

率
は
九
〇
％
に
達
し
、
市
民
待

望
の
開
通
ま
で
あ
と
一
歩
に
こ

ぎ
つ
け
る
こ
と
口
な
り
ま
す
o
 

線
路
を
ひ
と
ま
た
ぎ
す
る
橋
り

ょ
う
部
の
長
さ
は
二
百
二
十
ー
 

メ
ー
ト
ル
。
う
ち
今
年
度
中
に

約
百
三
十
六
メ
ー
ト
ル
の
上
部

工
を
仕
上
げ
、
残
り
約
八
＋
五

メ
ー
ト
ル

（
ー
ッ
谷
方
向
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
り
ょ
う
部
）
は
来

年
度
工
事
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
計
画
で
は
立
体
交
差

橋
の
幅
員
は
二
十
六
ー
十
九
メ
 

ー
ト
ル
で
、
う
ち
車
道
は
七
メ
 

ー
ト
ル
。
両
側
に
二

・
五
メ
ー
 

ト
ル
の
歩
道
ス
ペ
ー
ス
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
今
年
度

中
、
国
道
三
三
九
号
線
か
ら
駅

方
向
ま
で
の
側
道
（
幅
日塁
ハ
メ
 

1
ト
ル
）
を
舗
装
仕
上
げ
し
、
 

側
道
だ
け
は
来
春
か
ら
供
用
開

始
の
予
定
で
す
。
 

交
差
橋
の
色
は
新
生

・
五
所

川
原
を
表
わ
す
意
味
で
ブ
ル

ー
 

と
な
っ
て
お
り
、
完
成
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

五所川原の大動脈となる立体交差橋 
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年
末
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は
、
 

一
年
の
し
め
く
く
り
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
人
々

に
と
っ
て
は
、
そ
の
あ
わ
た
だ

し
さ
が
、
安
全
運
転
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
“
ゆ
と
り
”
を
奪

い
、
つ
い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
 

ま
た
、
年
末
・
年
始
は
忘
年

会
、
新
年
会
な
ど
で
最
も
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
、
道
路
事
情

の
方
も
積
雪
や
凍
結
で
ス
リ
ッ

プ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
 

今
年
の
交
通
事
故
を
ふ
り
か
 

え
っ
て
み
ま
す
と
、
若
年
者
が

酒
を
飲
ん
だ
う
え
、
暴
走
な
ど

無
謀
な
運
転
に
よ
っ
て
死
亡
事

故
を
お
こ
す
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
運
動

は
飲
酒

・
暴
走
運
転
の
追
放
を

重
点
目
標
に
掲
げ
、
市
民
の
総

カ
の
も
と
に
年
末
年
始
は
、
無

事
故
で
乗
り
越
え
た
い
も
の
で

す
。
 

“無
事
故
で
年
末
 

笑
顔
で
年
始
”
 

12月15日＃1 月 5日

飲酒運転追放など重点に 

窓
口
葉
難磁
織
 

夢

一
勲”
』報
難
M
灘
嘉
マ
色
瓢
覇
劉
馴
馴
騒
 

v
,nリ
．乙
”」」U
A
n
り
l
n
Vn斗
ザ
 
 

A
り
リ・r"v
‘
八
りY
h【」v
nり
h
」U
・A
 

U
×n
?“●n」
いv、
、
‘
<
 

  

  

   

   

翻
鵬
燦
翻
翻
 

生活関連道路の除排雪に全力 

「除
排
雪

対
策
本
部
」
を
設
置
 

市
本
庁
・
各
支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
市
中
央
公
民
館
、
三

道
会
館
、
福
祉
会
館
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
市
民
体
育
館
、
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
保
健
セ
ン

タ
ー
は
、十
二
月
二
十
九
日
（土
）
 

か
ら

一
月
三
日
（
木）ま
で
休
み
 

ま
す
。
 

た
だ
し
、
本
庁
市
民
課
、
会

計
課
、
収
納
課
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
（土
）
は
午
前中
、
三
十

日
（
日）
は休
み
、
三
十
一
日
（月
）
 

の
午
前
中
平
常
ど
お
り
窓
口
業
 
 

務
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
立
図
書
館
は
、
十

一
一月
一
一十
八
日

（
金）
か
ら
一

月
四
日

（
金
）ま
で
休
館
し
ま

す
。
 

西
北
中
央
病
院
は
、
十
二
月

二
十
九
日

（
土）
か
ら
】
月
三
 

日

（木
）
ま
で
診
療
・
窓
口
業

務
を
休
み
ま
す
が
、
 一
月
四
日
 

（
金）
の
午
前
中
平
常
ど
お
り
診

療
‘
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。
 

水
道
の
故
障
修
理
は
 

十
二
月
二
十
九
日

（
土）
か
 
 

ら
一
月
三
日

（
木）
ま
で
、
元

町
浄
水
場
（
。
⑧
ニ
六
」
元
番
）
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
、
十
二
月
一
一

十
九
日
（土
）
ま
で
行
い
ま
す
。
 

一
月
四
日

（
金）
か
ら
平
常

ど
お
り
収
集
に
当
た
り
ま
す
。
 

ま
た
、
野
里
埋
立
地
の
燃
え

な
い
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
十
一
一

月
三
十
一
日

（月
）
ま
で
で
、
 

一
月
二
日
（
水
）
か
ら
平
常
ど
 
 

で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

お
り
引
き
受
け
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
I
IIと
し
尿
 

高
瀬
衛
生
処
理
セ
ン
タ

ー
の

燃
え
る
ゴ
ミ
の
引
き
受
け
は
、
 

十
二
月
二
十
八
日
（
金
）ま
で
、
 

ま
た
、
し
尿
の
引
き
受
け
は
十

二
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
行

い
ま
す
。
 

燃
え
る
ゴ
ミ
、
し
尿
と
も

一

月
四
日

（水
）
か
ら
平
常
ど
お

り
引
き
受
け
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
今
冬
の
除

雪
及
び
排
雪
に
備
え
、
 

去
る
十
ニ
月
十
日
に
五

所
川
原
市
除
排
雪
対
策

本
部
を
設
置
し
、
通
勤

通
学
等
の
生
活
道
路
の

確
保
に
全
力
を
あ
げ
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
の

除
排
雪
計
画
路
線
の
総

延
長
は
、
約
ニ
五
二
鱈

と
な
っ
て
お
り
、
今
年

度
購
入
の
除
雪
ド
ー
ザ
 

(
9
t
級
）
をは
じ
め
と

す
る
市
有
除
雪
車
柄
等

に
民
間
委
託
車
柄
の
出
 

本
年
度
の
軽
自
動
車
税
、
固

定
資
産
税
、
市
県
民
税
、
国
民

健
康
保
険
税
等
の
滞
納
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
 

十
二
月
二
十
八
日
は
市
県
民

ー

‘
！
 
、
 
き
J
 

E
‘、ノ
‘、
し
、4
'
 

税
四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
四

期
の
納
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
は
以
上
で
市
税
の

納
期
が
全
部
終
わ
り
ま
す
が
、
 

納
税
も
れ
等
が
あ
り
ま
せ
ん
か

今
一
度
お
調
べ
下
さ
い
。
滞
納

さ
れ
ま
す
と
督
促
手
数
料
、
延
 
 

動
に
よ
り
生
活
関
連
道
路
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

な
お
、
路
上
駐
車
や
自
動
販

売
機
な
ど
の
障
害
物
件
に
よ
り
、
 

除
排
雪
作
業
が
で
き
ず
、
火
災

発
生
な
ど
の
緊
急
時
に
、
車
柄

が
通
行
不
能
と
な
る
な
ど
の
支

障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
 

除
排
雪
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
は
、
市
除
排
雪
対
策
‘
本
部
 

（
旧市
役
所
栄
支
所
、
広
田
字

柳
沼
三
番
地
一
号
廿
⑩
四
三
一
一

一
番
、
⑩
四
三
三
一
番
）
へ
お

願
い
し
ま
す
。
 

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

ま
た
、
市
で
は
十
ニ
月
ニ
十

八
日
ま
で
市
税
完
納
強
調
期
間

を
設
け
て
滞
納
防
止
、
滞
納
整
 

正
月
を
 

理
に
努
め
て
お
り
、
市
税
の
年

内
完
納
に
納
税
者
の
ご
協
カ
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
Q
 

な
お
、
法
人
市
民
税
に
つ
き

ま
し
て
も
年
内
完
納
に
ご
協
カ

下
さ
い
。
 

L
n
I
I
、の
収
集
は
十ニ
月
ニ
十
九
日
ま
で

ー
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五所川原I)ンゴを子供たちに贈る森田市長ら 

鷺 ．」
 

議
帯
一一
 

廿
燃
え
な
い
ご
み
は
 

野
里
の
埋
立
地
へ

ー
 

く
ず
等
建
設
用
材
、
ま
た
一

般
商
店
な
ど
営
業
を
営
む
、
 

事
業
活
動
に
よ
っ
て
生
ず
る
、
 

不
燃
物
等
を
野
里
の
埋
立
地

に
搬
入
す
る
に
は
処
分
手
数

料
が
必
要
で
す
。
 

ン
を
超
え
る
車
輔
は
使
用
出

来
ま
せ
ん
。
 

搬
入
時
間
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
埋

立
地
到
着
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

勿
論
利
用
者
は
市
民
の
み
で
 

ー
 
手
数
料

が
か
か
り
ま

す
ー
 

燃
え
な
い
 

ゴ
ミ
処
理
の
仕
方
を
 

も
う
一
度
確
か
め
ま
し
よ
う
 

す
。
 

日
曜
日
は

休
み
ま
す
。
 

埋
立
地
は
火
 

ご
み
で

一
般
家
庭
か
ら

一
時

に
排
出
さ
れ
る
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
の
も
の
、
土
木
建
築

工
事
の
際
な
ど

（
家屋
の
新
 

・

増
改
築
等
含
む
）
に
生
ず

る
、
が
れ
き
、
ガ
ラ
ス
、
鉄
 

手
数
料
は
〇

・
五
ト
ン
当

り
、
三
五
〇
円
で

ー
ト
ン
で

七
〇
〇
円
と
な
り
以
下
そ
の

割
合
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

な
お
道
路
の
関
係
で
四
ト
 

気
使
用
禁
じ
て
お
り
ま
す
。
 

現
地
の
係
員
の
指
示
に
従
う

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

（
市衛
生
課
）
 

,
 

今
年
も

リ
ン
ゴ
贈
る
 

宮
崎
県
社
会
福
祉
協
へ
7
0ケ
ー
ス
 

青
森
産
の
真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ

を
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
ー
い
。
 

市
農
協
（
中
谷惣
四
郎
組
合
長
）
 

で
は
十
一
月
二
十
九
日
、
同
農

協
管
内
で
と
れ
た
ス
タ
ー
キ
ン

グ
七
十
ケ
ー
ス

（
十
六キ
ロ詰
め
）
 

を
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
に

寄
託
し
ま
し
た
。
五
所
川
原
リ

ン
ゴ
の
P
R
を
兼
ね
た
も
の
で
、
 

四
年
前
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
市
側
か
ら
森
田
市
 
 

長
も
同
行
し
、
中
谷
組
合
長
、
 

成
田
和
恵
子

（
二
一
）
ら三
人

の
“
り
ん
ご
娘
一
と
と
も
に
宮

崎
入
り
し
て
、
宮
崎
市
原
町
の

県
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
「
今
年
の
リ
ン

ゴ
は
近
年
に
な
く
甘
く
て
お
い

し
い
で
す
。
五
所
川
原
の
味
覚

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
こ
の
あ
と
、
 

県
内
の
福
祉
施
 

設
を
代
表
し
て

出
席
し
た
児
童
 

ら
に
、
り
ん
ご

娘
が
手
に
提
げ

た
竹
か
ご
か
ら

ま
っ
赤
に
熟
れ

た
リ
ン
ゴ
を

一

個
ず
つ
手
渡
す

と
、
児
童
ら
は

大
喜
び
で
味
覚

を
味
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
 

宮
崎
県
社
協

で
は
、
約
五
十

の
施
設
に
配
分

し
ま
す
と
感
謝

し
て
い
ま
し
た
。
 

●
 
 国

凍
結
に

国
注

意
 

こ
れ
か
ら
、
日
毎
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
厳
寒
期
に
入
い
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事

故
が
お
き
ま
す
。
 

と
く
に
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
摂

氏
四
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

等
の
不
完
全
な
も
の
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
 
 

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
水
抜
栓
・
不
凍
栓
を
備
え
付

け
の
場
合
 

長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う
な

と
き
ゃ
、
就
寝
前
に
は
必
ら
ず

水
抜
栓
・
不
凍
栓
の
ハ
ン
ド
ル

を
し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
閉
め
、
 

蛇
ロ
を
一
杯
に
開
い
て
く
だ
さ
 

▽
電
熱
ヒ
ー
タ
ー
利
用
の
場
合

ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ
た
め
、
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
む
き
出
し
の
管
や
、
屋
外
に

蛇
口
が
あ
る
場
合
 

蛇
ロ
や
、
水
道
管
の
立
ち
上

が
り
な
ど
の
露
出
部
分
に
、
保
 
 

温
材
（
毛
布類

・
コ
モ
等
）
を巻

き
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
 

い
。
 

▽
凍
結
防
止
の
放
水
は
や
め
て

く
だ
さ
い
 

凍
結
防
止
の
た
め
水
を
出
し

っ
放
し
に
す
る
と
、
メ
ー
タ

ー
 

が
次
第
に
上
が
り
、
春
の
検
針

精
算
の
際
、
超
過
水
量
と
し
て

料
金
に
ハ
ネ
返
え
り
思
わ
ぬ
支

出
と
な
り
ま
す
の
で
、
放
水
は

止
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
市水
道
事
業
所
）
 

丁
長
期
天
気予
報
ル
 

コ
I

よ
う4
5．一
陣
コ
 

※
概
況
 
は
じ
め
は
暖
か
な
日

も
あ
り
ま
す
が
、
月
半
ば
頃
か

ら
次
第
に
季
節
風
が
強
ま
り
寒

く
な
る
で
し
ょ
う
。
下
旬
に
は

津
軽
下
北
地
方
と
三
八
上
北
地

方
の
山
沿
い
．で
は
一
時
大
雪
の

降
る
お
そ
れ
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
 

※
中
旬
 
く
も
り
ゃ
雪
の
日
が

多
く
寒
い
で
し
ょ
う
。
 

旬
平
均
の
気
温
は
や
や
低
く
、
 

降
水
量
は
津
軽
下
北
地
方
で
平

年
並
、
三
八
上
北
地
方
で
は
や

や
多
い
で
し
ょ
う
。
積
雪
は
平

年
並
の
見
込
で
す
。
 

※
下
旬
 
季
節
風
が
強
ま
り
寒

さ
が
加
わ
る
で
し
ょ
う
。
津
軽

下
北
地
方
と
三
八
上
北
地
方
の

山
沿
い
で
は
雪
の
日
が
多
く
、
 

一
時
大
雪
の
降
る
お
そ
れ
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
 

三
八
上
北
地
方
の
平
地
で
は

晴
れ
の
日
が
多
い
で
し
ょ
う
。
 

旬
平
均
の
気
温
は
や
や
低
く
、
 

降
水
量
は
津
軽
下
北
地
方
で
平

年
よ
り
や
や
多
い
見
込
で
す
が

三
八
上
北
地
方
で
は
平
年
並
で

し
ょ
う
。
積
雪
は
平
年
よ
り
や

や
多
い
見
込
で
す
。
 

〔
参
考〕
 
最
深
積
雪
の
十
一
一

月
平
年
値
同
 
青
森
5
0
 弘
前
 

3
4
 む
つ
2
6
 深
浦
1
5
 八
戸
 

1
0
 

（
青森
地
方
気
象
台
）
 



(581号） ⑤ 昭和59年（1984年）12月15日 	 広報ごしょがわら 

と美麗な表紙・明快な解説・豊富な資料こ 

集
行
丁
 

編
発

装
 

編 集 青森県企画部統計課 

発 行 青森県統計協会 頒価 1, 200円 
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本 文 1 40頁 

申込み先 市秘書企画課（廿軍2111、内線 318 一 319) 
刊 行 60年 2 月初旬 

「県勢のあらましを知るには最適ですグーコ 

l 	県民座右の書としておすすめします」 

L 七こ鷲嘉Ri手 Ha 」 
の！よノこ1ノ'-P-I刀I]い一一11lJ 

59年度版  青森県の姿 

周
箪m
業
統
馴
調
謹督
髄
ば
議
鋤
偽
m
 

製
造
業
を
営
む
皆
さ
ん
、
今

年
も
全
国
い
っ
せ
い
に
「
工
業

統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
o
 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の

調
査
の
た
め
、
年
末
年
始
の
お

忙
し
い
中
を
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
が
、
ご
協
力
下
さ
る
上

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が

国
の
製
造
業
の
実
態
や
製
造
活

動
の
現
状
が
明
ら
か
に
な
る
ほ
 

国
民
年

金
の
保
険

料
は
き
ち

ん
と
納
め

て
い
ま
す

か
。
国
民

年
金
で
は

決
め
ら
れ

て
あ
る
納

期
限
ま
で

に
保
険
料

を
納
め
て

い
ま
せ
ん

と
、
万
一

事
故
に
あ

っ
て
も
障

害
年
金
や

母
子
年
金
 
 

か
、
調
査
の
デ
ー
タ
は
各
種
製

品
の
生
産
・
販
売
プ
ラ
ン
を
お

立
て
に
な
る
場
合
の
参
考
に
な

る
の
を
は
じ
め
、
都
市
開
発
や

下
水
道
計
画
の
資
料
と
な
る
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
国
民
生
活
の

向
上
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
調
査
票
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
り
の
 

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
ま
た
、
納
め
忘

れ
た
ま
ま
二
年
間
た
ち
ま
す
と

時
効
に
な
っ
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
老
齢
年
金
も
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
自
主
的
に
納
め
な
け
れ
 

市
民
相
談
室
で
は
、
出
稼
ぎ

留
守
家
族
の
不
安
解
消
と
出
稼

労
働
者
の
安
全
就
労
確
保
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
出
稼
ぎ
留
守
家
族
激
励

訪
問
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
 

ま
ま
を
お
書
き
下
さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査〕
 
従
業
員
三
十
人

以
上
の
事
業
所
を
対
象
と
し

ま
す
。
 

〔
乙調
査
〕
 
従
業
員
二
十
九

人
以
下
の
事
業
所
を
対
象
と

し
ま
す
。
 

た
だ
し
、
今
回
の
調
査
で
は
 

従
業
員
三
人
以
下
の
事
業
所
の
 

ば
な
ら
な
い
国
民
年
金
の
保
険

料
は
、
ど
う
し
て
も
負
担
感
が

き
つ
く
納
め
忘
れ
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
き
ち
ん
と
納
期
を
守

っ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

（
保
険
年
金
課）
 

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
六
十
年
二
月
二
十

一
日
（
木
）
から
二
十
五
日
（月
）
 

ま
で
四
泊
五
日
（
車
中
泊二
日
）
 

▽
訪
間
先
 
東
京
都
周
辺

▽
交
通
 
往
復
大
型
バ
ス
を
 
 

一
部
を
乙
調
査
の
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。
 

〔
丙
調査
〕
 
製
造
業
に
属
す

る
本
社

・
本
店
を
対
象
と
し

ま
す
。
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
 

事
業
所
名
、
従
業
員
数
、
原
材

料
及
び
燃
料
使
用
額
、
製
造
品

出
荷
額
な
ど
で
す
。
 

こ
の
調
査
に
つ
い
て
ご
不
明

の
点
は
、
市
秘
書
企
画
課
統
計

調
査
係

（
。国
）ー
二
一
一

一
番
 

・

内
線
 
三

一
八
ー
三
一
九
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

利
用
 

▽
参
加
対
象
者
 
東
京
都
周

辺
で
就
労
し
て
い
る
出
稼
労
働

者
の
妻

（
一家
族
一
人
）
 

▽
経
費
 
県
と
市
で
負
担
し

ま
す
（
本
人
は
無
料
で
す
）
っ
 

1
教
育
振
興
基
金

J
 

F
に
5
0万
円
寄
付

L
 

市
内
み
ど
り
町
八
丁
目
高
橋

良
治
氏
が
、
十
二
月
八
日
市
役

所
を
訪
れ
、
先
に
亡
く
な
っ
た

妻
に
寄
せ
ら
れ
た
香
典
の
一
部

か
ら
、
市
教
育
振
興
基
金
に
と

五
十
万
円
を
森
田
市
長
に
託
し

ま
し
た
。
 

▽
締
切
り
 
十
二
月
二
十
五

日

（
火
）
ま
で
 

▽
申
込
み
・
間
い
合
わ
せ
先

市
民
相
談
室
（
参

ニ
五
ー
二
一
 

】
一
 
内
線
二
八
二
番
）
へ
。
 

目録を渡す高橋良治氏 

※
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
い
た
し
ま
す
。
 

歳
末
助
け
合

い
に

収
益
金
寄
付
 

農
家
や
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
ら
で

結
成
し
て
い
る
 
「ち
ど
り
会
」
 

（
佐々

木
伸
雄
会
長
）
は
十
一
一

月
三
日
、
社
会
福
祉
事
業
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
三
十
万
五

千
六
百
三
十
円
を
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
十
二
月
二
日
に

開
か
れ
た
歳
末
助
け
合
い
芸
能

祭
の
収
益
金
を
寄
付
し
た
も
の

で
す
。
 

国民年金の保険料は

忘れずに納付 
製
造
業
腫
鳳
麗
畠
瞬
響
ぺ畑
川
』虹
山
忙
 

出
稼
ぎ
激
励
訪
問
の
 

参
加
者

募

集
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い
 

L 年賀の差し出 

、）しは20日まで 
	「ー 	お早めに準備しましよう 

もう少しでお正月です。元旦の朝は心のこもった年賀状

を受けとるのは、大変うれしいものです。親しい人に心の

こもった年賀状を早めに準備しましょう。 

年賀状の受付は、12月15日から始めています。年末年始

はたくさんの郵便物が出されますので、なるべく12月20日

までにお出しください。年賀状を差し出す時は、お手数で

もあて先ごとに「市内」、「県内」、「他府県」 に分けて、一

番上部にふせんをつけていただきます。ご協力ください。 

又、郵便小包についても、なるべく12月20日頃までにお出

し下さい。 

（五所川原郵便局） 

乳児院の入院お知らせ 
乳児院では、 0歳から 2歳未満の乳児を次の理由により 

養育が困難な場合入院させて保育いたします。 

レ入院に該当する乳児 

(1）父母や家の人が病気で働けず（又は死亡）養育に困難 

な子。 

(2）お母さんの出産時、又は出産後保育に困難な子。 

(3）父母の離婚のため、養育に困難な子。 

(4)家庭の事情で、乳児を育てるのに環境の悪い場合、 

又は身よりのない子等。 

(5序情によっては、短期入所することができます。 

詳しくは、市福祉事務所内家庭相談室（廿35-2111 内 

線243番）、又はつぼみ乳児院までご相談ください。 

レ施設名 つぼみ乳児院市内上平井町40 (廿34-2555番） 

/ 

賞
状
の
裏
い
っ
ぱ
い
に
妻
が
居
る
 

草
 
林

孫
の
賞
妻
と
見
飽
き
ぬ
文
化
祭
 

枯
 

葉

ぬ
る
ま
湯
に
つ
か
っ
た
ま
ま
の
三
代
目
 
北
 

歩

コ
バ
ル
ト
の
空
に
野
心
が
押
え
ら
れ
 

け
ん
じ
ろ
う

言
い
負
け
て
お
け
ぱ
平
和
な
風
と
な
り
 
一
 

粋
 

  

  

川 

柳 

×
 

川
柳
岩
木
吟
社
提
供
 

 

   

成人病の早期発見 

40歳からの健康診査 
市では40歳以上の方を対象に成人病の早期発見を目的と 

した一般健康診査を実施しております。 

対象の方はぜひ受けるようにしてください。 

ロ職場等で健康診査を受けられる方は除きます。 

レ実施期間 12月28日固まで 

レ時間 午前10時から午後 3時まで。ただし、西北中央病 

院は午前11時まで。 

レ申込み先 直接医療機関窓口で申し込んでください。 

レ診査内容 問診、身体計測、理学的検査（打診、聴診触 

診）血圧測定、検尿。 

また‘医師が必要と判定した場合は精密診査が受けられ 

ます。 

レ診査料金 一般健康診査無料 精密診査1,000円なお、70 

歳以上の方、生活保護受給者、市民税非課税世帯の方は無 

料となりますので医療機関で申し出てください。 

レ間い合わせ先 市衛生課予防衛生係（廿35-2111 内線 

272番〕 

一実施医療機関一 

小笠原内科医院 田辺胃腸科外科医院 

兼平内科小児科医院 対馬内科小児科医院 

川崎胃腸科内科医院 中 村 内 科 医 院 

冨田胃腸科内科医院 増 	田 	病 	院 

西 北 中 央 病 院 松 	野 	医 	院 

木 村 内 科 医 院 復 明 堂 医 院 

白 生会胃腸病院 森 田 診 療 所 

佐 々 木 医 院 三 好 診 療 所 

佐藤内科小児科医院 森内科小児科医院 

佐藤仁外科胃腸科医院 江 	渡 	医 	院 

荘 司 内 科 医 院 健生病院五所川原診療所 

白戸胃腸科外科医院 

※都合の良いところで受けて下さい。 

（ 	 乳幼児の健康診査 ） 

レ受付時間 午後I時から 1時30分まで 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 3歳児健診 

は、尿検査もありますので、当日小びんに尿を入れて持っ 

てきてください。 

D注意 病気療養中のお子さんはご遠慮願います。 

尚、 6カ月児、1歳児は健康相談のみです。 

レ場所 市保健センター（旧警察署跡） 

口n
 

齢
 

対 	象 	児 ＋ と 	き 

3 	カ 月 児 S 59 年 9 月生れ 1月 8日因 

6 カ 月 児 S 59 年 6 月生れ 1月16日困 

1 	歳 	児 S 58 年 12 月生れ 1月21日嶋） 

1歳 6 カ月児 S 58 年 7 月生れ 1月22日因 

3 	歳 	児 S 56 年 10 月生れ 1月17日困 

L~L一 

出
稼
者
と
家
族
の
慰
安
激
励
会
 

一
月
五
日

（
土）
午
後
一
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
開
催
 

催
し
物
は
、
新
春
民
謡

・
歌
謡
シ
ョ
ー
で
出
演
は
、
野
呂
義
 

昭
ほ
か
多
数
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

入
場
は
無
料
で
す
。
 


